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　11月3日、中央運動公園陸上競技場で
古河市総和地区市民運動会を開催しまし
た。参加した約3,000人は、大玉ころが
しやスポーツ少年団対抗リレー、障害物
競争、綱引きなどを楽しみました。
　白熱した行政区対抗リレーには17の
行政区が参加。応援する家族や地域の仲
間の声援に押され、10代から50代の7
人の走者が800mを駆け抜けました。
　地域の人たちと爽やかな汗を流し、親
睦を深める一日となりました。

地域のみんなで一致団結
第45回古河市
総和地区市民運動会

▲最後まで接戦が続いた行政区対抗リレー。大きな声援を受けてゴールを
目指して全力で走りました

　11月1日、ユーセンター総和で古河市中学生の
主張大会を開催しました。
　市内中学校の代表生徒10人は、担当生徒の進
行により日常生活や社会の動向、将来の古河市や
日本の在り方等、日頃考えていることを発表。
　来場者は、代表生徒の真剣で熱のこもった主張
に聞き入っていました。

自ら運営し相互理解を深める
第10回
古河市中学生の主張大会

共に生きるまちをめざして
Koga障がい者フォーラム2018

▲日頃感じていることや考えを主張した代表と進行担当

科学の不思議を体験
第21回青少年のための
科学の祭典古河大会
　11月10日、古河はなもも体育館で青
少年のための科学の祭典を開催しまし
た。市内小中学校の他、高校・大学・企
業や団体などが53のブースを出展。
　来場者は、興味のあるコーナーで作品
を作ったり、自然科学に関する実験など
を見たりと思い思いに楽しみました。
　訪れた市内の小学生は、「この溶液や
素材でアクセサリーができるなんて意外
だった」など科学に関する理解を深めま
した。　

　11月10日、古河はなもも体育館でECOフェス
タを開催しました。展示・体験ブースには、生活
に役立つ情報などがあり、多くの人が展示物を見
ながら環境への意識を高めました。
　古河大使春風亭柳

りゅう

橋
きょう

さんの「落語で聴く　昔暮
らし今暮らし」を聴きながら、来場者は環境に優
しい取り組みなどを再認識していました。▲演目「御幣たちうち」を舞う獅子

▲発電する仕組みを身近なもので体験しました

　11月11日、女沼香取神社でささらが奉納され
ました。五

ご

穀
こ く ほ う

豊穣
じょう

・家内安全などを祈念し奉納さ
れる女沼ささらは、10幕の舞からなる「前獅子」

「女獅子」「後獅子」の風流獅子舞で、腹に小太鼓
を抱き両手に持ったバチを打ち鳴らして舞い踊り
ます。観覧者は、厳かな笛の音に合わせて舞う獅
子の姿に見入っていました。

古河市無形文化財
女沼ささら

楽しく学ぼうエコライフ
ECOフェスタ古河2018

▲宇宙と海の科学実験のブースでは、高校生から説明を受けながらフラス
コに液体が注がれる様子を見学する小学生などの姿が見られました

▲松本キック(右)さん、ハウス加賀谷(左)さんによる講演

　11月11日、古河中等教育学校でKoga障がい
者フォーラムを開催しました。作文・作品の表彰
や松本ハウスさんによる講演「統合失調症がやっ
てきた」、ステージ発表、車いす体験などが行わ
れました。
　来場者は講演や体験を通して、多様性を認め合
う社会について関心を高めていました。


